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予
算
委
員
会

予
算
委
員
会

◎
一
般
会
計
歳
出

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業

�

後
藤
委
員　

  

問
　
　
　
そ
ら
っ
き
ー
カ
ー
ド

の
有
効
期
限
は
令
和

８
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
る
。
端
末
も
古
く
な
っ

て
来
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業

課
長

　
　
　
今
後
の
取
扱
い
、
進

め
方
な
ど
に
つ
い
て
、

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
と
協
議

を
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
の
進
展
が
著
し
い
中
、

ど
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る

か
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

さ
ら
な
る
考
慮
が
必
要
と
い

う
こ
と
で
、
現
時
点
で
は
現

行
で
の
取
り
組
み
を
更
新
し
、

継
続
し
て
行
っ
て
い
く
考
え

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
中
で

引
き
続
き
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◎
総
括
質
疑

冬
季
誘
客
促
進
事
業
に
つ
い

て

�

大
泉
委
員　

問
　
　
　
女
満
別
空
港
の
屋
上

で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
点
灯
し
、
１
万
２
，
０

０
０
人
の
集
客
が
あ
り
、
大

事
に
し
て
い
き
た
い
事
業
に

な
る
と
考
え
る
が
、
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
株
式
会
社
エ
ア
・
ド

ゥ
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
た
こ
と
を
機
に
実

施
し
て
い
る
事
業
で
す
。
旅

行
客
の
増
や
、
女
満
別
空
港

に
来
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
を

堪
能
い
た
だ
け
る
取
り
組
み

を
や
っ
て
い
こ
う
と
、
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

３
年
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
効
果
的

か
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら
、

北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト
女
満
別

事
業
所
に
も
協
力
を
い
た
だ

き
進
め
て
い
る
事
業
で
す
の

で
、
３
者
で
協
議
し
、
誘
客

促
進
に
繋
が
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　

新年度予算 総額 123億 4,762 万円 を可決
～ 令和７年度　予算審査特別委員会 ～～ 令和７年度　予算審査特別委員会 ～

地
域
公
共
交
通
会
議
つ
い
て

�

鈴
木
委
員　

  

問
　
　
　
高
校
生
の
探
求
の
時

間
の
中
で
、
地
域
公

共
交
通
会
議
等
の
会
議
が
あ

っ
た
ら
い
い
な
と
い
う
高
校

生
の
願
い
。
今
後
も
探
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
意

見
も
伺
っ
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
と
業
者
の
方
々
、
利
用
者

の
中
の
高
校
生
か
ら
小
中
学

生
等
の
意
見
を
幅
広
く
把
握

し
た
中
で
、
対
応
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
が
、
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
地
域
公
共
交
通
会
議

を
令
和
７
年
度
立
ち

上
げ
ま
す
。
公
共
交
通
と
し

て
は
、
地
域
間
バ
ス
、
そ
し

て
網
走
行
き
の
バ
ス
し
か
持

た
な
い
特
に
東
藻
琴
地
区
の

方
々
の
地
域
交
通
の
在
り
方

が
、
ど
ん
な
も
の
が
大
空
町

の
身
の
丈
に
合
っ
て
適
し
て

い
る
か
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
高
校
生
の
意

見
は
、
高
校
に
行
っ
て
聞
く

こ
と
が
で
き
る
が
、
小
中
学

生
の
意
見
や
そ
れ
以
外
の
交

通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
の

方
の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
で
拾
い
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
園
公
住
用
途
廃
止
後
の
活

用
の
考
え
方
に
つ
い
て

�

後
藤
委
員　

問
　
　
　
用
途
廃
止
後
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
意

見
の
聴
取
、
聞
き
取
り
方
法

の
予
定
で
あ
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
公
園
団
地
の
後
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
庁

舎
内
部
、
議
員
皆
様
と
協
議

を
行
っ
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
過
去
、
公
園
団
地
に
隣
接

し
て
い
る
昭
和
団
地
を
取
壊

し
て
、
定
住
促
進
団
地
と
し

て
宅
地
分
譲
を
行
っ
た
経
過

が
あ
り
ま
す
。
住
宅
を
建
て

る
値
段
が
当
時
と
比
べ
高
騰

し
て
い
る
中
、
分
譲
し
て
住

宅
が
新
た
に
建
設
さ
れ
る
の

か
、
地
元
の
建
設
業
者
等
の

意
見
を
伺
う
機
会
も
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

�

上
地
委
員　

問
　
　
　
人
口
が
減
っ
て
い
く

中
の
課
題
と
し
て
、

若
年
女
性
と
言
わ
れ
る
20
代
、

30
代
の
方
が
減
っ
て
い
る
。

今
後
、
そ
う
い
っ
た
方
た
ち

に
町
に
残
っ
て
い
た
だ
き
、

暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
か
課

題
と
な
る
と
思
う
が
、
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
人
口
減
少
は
止
め
る

こ
と
が
出
来
な
い
が
、

下
げ
幅
を
緩
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
移
住
定
住
担
当
部
署
も

様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
な

が
ら
、
移
住
者
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
大
空
高
校

の
寄
宿
舎
の
増
築
を
行
い
、

令
和
７
年
４
月
に
は
旧
女
満

別
高
校
の
寄
宿
舎
に
新
た
に

東
京
農
業
大
学
網
走
キ
ャ
ン

パ
ス
の
競
技
ス
キ
ー
部
の
学

生
が
入
寮
し
ま
す
。

　
関
係
人
口
を
増
や
し
、
将

来
の
移
住
定
住
に
繋
が
っ
て

く
れ
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

20
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

�

岩
原
委
員　

問
　
　
　
20
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
、
町
長
の
思

い
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
民
、
女
満
別

地
区
、
東
藻
琴
地
区

の
融
和
と
い
う
の
が
大
切
で
、

20
周
年
事
業
を
行
う
中
で
、

町
民
融
和
を
図
っ
て
、
一
体

感
を
醸
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
の
ス
リ
ム
化
と
統

廃
合
に
つ
い
て

�

松
岡
委
員　

問
　
　
　
歳
入
の
大
幅
な
増
額

が
見
込
め
な
い
中
、

歳
出
を
ど
う
縮
減
す
る
か
課

題
が
あ
る
。
今
後
、
公
共
施

設
の
維
持
管
理
を
含
め
多
く

の
公
共
施
設
の
ス
リ
ム
化
と

統
廃
合
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
合

意
も
い
た
だ
か
な
い
と
難
し

い
が
、
町
長
の
考
え
が
あ
れ

ば
伺
う
。

町
長

　
　
　
公
共
施
設
の
統
廃
合

に
つ
い
て
、
本
来
合

併
す
れ
ば
同
じ
よ
う
な
施
設

を
一
つ
に
す
る
考
え
方
は
あ

り
ま
す
が
、
女
満
別
、
東
藻

琴
両
地
区
の
距
離
が
あ
る
中

で
、
町
民
皆
さ
ん
が
利
用
さ

れ
る
施
設
は
両
方
に
整
備
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
施
設
に
つ
い
て
、
既
存
の

活
用
で
き
る
施
設
を
使
い
、

ど
う
し
て
も
そ
こ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
を
新
た
な

施
設
で
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
建
築
費
等
の
資
材
費
が
高

騰
し
て
い
る
中
、
町
の
公
共

施
設
を
維
持
管
理
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

し
っ
か
り
ス
リ
ム
化
、
適
正

化
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

東京農業大学 競技スキー部の学生

そらっきーカード

　令和７年第１回定例会に提案された令和７年度大空町各会計予算は、議会に「予算審査特別委員会」を
設置し、慎重に審議した結果、提案内容のとおり可決すべきものと決定し、議員全員の賛成により可決さ
れました。
　本特別委員会での総括質疑・答弁の概要をお知らせします。
　※内容は要約しております。詳細は、両地区図書館または議会ＨＰの「会議録」をご覧ください。

歳入合計
93億7,505万円

歳出合計
93億7,505万円

歳入予算の内訳

歳出予算の内訳

繰入金 4億7,163万円

5.0%
（前年度比－28.8%）

基金（貯金）の取崩し

8.7%
（前年度比－31.1%）

世代間の公平を保ち負担を複
数年に分けるための町の借金

6.2%（前年度比－14.4%）

諸収入や財産収入
譲与税・交付金
4億7,287万円

5.0%（前年度比－0.5%）

国税や道税から配分される
収入

地方交付税
42億4,520万円

45.3%（前年度比＋8.0%）

地方公共団体が行政サー
ビスを行うために国から
交付される財源

11.3%（前年度比＋6.9%）

町民みなさんや法人に納付
していただく税金

町税 10億6,427万円

3.4%
（前年度比－7.5%）受益者や使用者の負担
負担金・使用料等 3億1,576万円

町債8億1,950万円

その他 5億7,565万円

国・道支出金
14億1,017万円

15.1%
（前年度比＋37.4%）

特定の事業に対する国や
道の補助金

1.3%
（前年度比－4.7%）

商工業や観光にかかる経費
7.2%（前年度比＋0.9%）

道路、除雪、町営住宅、空港関連にかかる経費

10.7%
（前年度比－3.6%）

学校教育、社会教育に
かかる経費

15.0%
（前年度比＋3.9%）

職員の給与にかかる経費

5.2%
（前年度比－52.7%）

17.5%
（前年度比＋5.1%）

町債（借金）の元金と利息
の償還額

0.5%（前年度比-11.7%）

議会運営にかかる経費

14.0%
（前年度比＋10.0%）

児童や高齢者、障がい者
などの福祉にかかる経費

11.5%
（前年度比＋15.0%）

農業や林業、水産業
にかかる経費

7.1%
（前年度比＋2.4%）

健康や母子保健、リサイ
クルやごみにかかる経費

議会費 5,124万円

10.0%
（前年度比＋35.7%）

庁舎管理や住民自治振興
にかかる経費

総務費 9億3,393万円

民生費13億1,479万円

衛生費 6億6,534万円

農林水産業費
10億7,824万円

商工費1億2,080万円
土木費 6億7,831万円

教育費 10億810万円

公債費 16億4,186万円

職員給与費 14億678万円

その他4億7,566万円
労働費、消防費、予備費

一般会計

一般会計

（特別会計、企業会計含む）

用途廃止となった公園公住

YouTube の
QRコードはこちら
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議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！議会の傍聴はお気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・１２月）
開かれます。お気軽に傍聴においでください。
◆YouTubeを活用し、本会議のインターネット中継を
行っています。パソコン、スマートフォン等でご覧
いただけます。

６月定例会は、

６月１８日（水）から
開かれる予定です。

大空町議会
YouTube

３月定例会３月定例会
令和７年令和７年

３月５日～12日３月５日～12日

令和６年度一般会計予算から
1億6,574万円を減額補正し、
総額は98億3,427万円に

YouTube の
QRコードはこちら

定

例

会

臨

時

会

議
会
広
報

こ
と
も
あ
り
、
他
の
自
治
体

へ
申
込
み
が
集
中
し
た
こ
と

に
よ
る
減
。
加
え
て
高
額
の

寄
附
が
減
っ
た
こ
と
が
大
き

な
要
因
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　
前
年
か
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

タ
マ
ネ
ギ
類
や
黒
毛
和
牛
の

切
り
落
と
し
を
返
礼
品
と
し

て
追
加
し
、
前
月
ぐ
ら
い
か

ら
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

低
所
得
世
帯
等
支
援
事
業

�

鈴
木
議
員　

問
　
　
　
事
業
日
程
に
つ
い
て

伺
う
。

福
祉

課
長

　
　
　
令
和
６
年
度
中
に
対

象
者
の
抽
出
を
か
け

て
い
き
ま
す
。
ご
案
内
の
発

送
と
第
１
回
目
の
給
付
開
始

が
４
月
と
い
う
日
程
で
す
。

業
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

高
齢
者
等
移
動
支
援
事
業

�

上
地
議
員　

問
　
　
　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

の
利
用
者
が
増
え
て

い
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
伺

う
。

福
祉

課
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
１
運
行

１
枚
限
り
の
利
用
で

し
た
が
、
枚
数
の
制
限
を
撤

廃
し
、
利
用
距
離
が
延
び
た

た
め
、
利
用
枚
数
も
伸
び
て

い
ま
す
。

一
般
寄
附
金

�

上
地
議
員　

問
　
　
　
１
億
４
，
０
０
０
万

円
減
と
予
算
よ
り
大

幅
減
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
長

　
　
　
　
　
物
価
高
騰
の
影

響
や
米
の
価
格

の
急
騰
な
ど
、
社
会
情
勢
の

影
響
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
日

用
品
や
日
常
使
い
が
出
来
て

冷
凍
保
存
が
可
能
な
食
料
品

で
あ
る
肉
、
ホ
タ
テ
、
エ
ビ
、

米
な
ど
当
町
で
は
取
扱
い
の

な
い
返
礼
品
が
人
気
と
い
う

要
望
意
見
書

　
「
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議

会
議
員
の
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
求
め
る
要
望
意
見

書
」
「
食
料
安
全
保
障
の
強

化
に
向
け
た
次
期
基
本
計
画

及
び
酪
肉
近
の
改
訂
を
求
め

る
要
望
意
見
書
」
に
つ
い
て

可
決
し
ま
し
た
。

哀
悼
の
意
を
表
し

　
３
月
11
日
に
東
日
本
大
震

災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

人
事
案
件

　
教
育
委
員
会
委
員
に
三
浦

裕
幸
氏
が
任
命
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
町
村
公
平
委
員
会
委
員
に

佐
藤
明
美
氏
が
選
任
さ
れ
同

意
し
ま
し
た
。

計
画
の
一
部
変
更

　
過
疎
対
策
事
業
債
の
充
当

を
予
定
し
て
い
る
２
事
業
を

大
空
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
市
町
村
計
画
に
追
加
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま

し
た
。

条
例
制
定
・
一
部
改
正

　
大
空
地
区
河
川
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
管
理
運
営
に
関
す

る
条
例
制
定
、
大
空
町
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設

の
設
置
に
関
す
る
条
例
制
定
、

大
空
町
特
別
職
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
な
ど
８
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
の

ほ
か
、
３
特
別
会
計
・
３
企

親しまれる議会だよりを目指して親しまれる議会だよりを目指して
～議会広報モニター連絡会議を開催～

　議会だよりに町民の声を反映するため導入している「議会広報モニター連絡会議」を
３月２１日に開催し、議会広報活動へのご意見をい
ただきました。
　主なご意見は次のとおりです。
〇町民の声をインタビュー形式にしてはどうか。
〇一般質問のＹｏｕＴｕｂｅを議員ごとにチャプ

ターで区切れると良い。
〇ホームページのＱＲコード以外にも、ＳＮＳが

あるものはＱＲコードを掲載した方が良い。

�

川
村
議
員　

問
　
　
　
今
回
の
設
計
変
更
に

つ
い
て
伺
う
。

産
業
課
参
事

　
　
　
町
有
林
の
発
注
を
行

っ
て
い
た
受
託
者
が

２
社
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一

社
に
つ
い
て
は
、
伐
採
し
た

集
材
を
運
搬
す
る
た
め
の
集

材
運
搬
路
が
追
加
で
必
要
と

な
り
、
延
長
で
６
８
１
ｍ
追

加
し
、
４
９
５
万
円
の
増
。

　
も
う
1
社
に
つ
い
て
は
、

搬
出
用
の
道
路
と
し
て
、
延

長
３
３
０
ｍ
、
集
材
用
の
道

路
と
し
て
延
長
８
７
７
ｍ
。

非
常
に
急
傾
斜
の
山
の
伐
採

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
集
材

を
一
時
退
避
さ
せ
る
た
め
の

集
積
場
を
造
成
し
た
こ
と
に

よ
る
追
加
と
し
て
１
５
３
４

㎡
。
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
の
作
業

が
追
加
と
な
り
ま
し
た
。
７

８
８
万
円
の
契
約
変
更
と
な

っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

　
公
有
林
管
理
育
成
事
業
な

ど
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計

の
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
可
決
し
ま
し
た
。

公
有
林
管
理
育
成
事
業

�

後
藤
議
員　

問
　
　
　
事
業
内
容
及
び
実
施

目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
課

参
事

　
　
　
町
内
で
約
５
０
０
ha

の
主
伐
期
50
年
を
経

過
し
た
木
が
あ
り
ま
す
。

　
伐
採
に
は
費
用
が
か
か
る

一
方
で
、
更
新
が
さ
れ
な
い

ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
荒
廃
が

進
む
こ
と
。
地
球
温
暖
化
防

止
や
水
源
涵
養
な
ど
、
森
林

は
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お

り
、
木
材
財
産
売
払
い
収
入

の
適
正
機
能
の
観
点
か
ら
も
、

あ
る
程
度
の
面
積
を
更
新
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

黒毛和牛（芝桜和牛）切り落とし

３月
臨時会

公
有
林
管
理
育
成
事
業

公
有
林
管
理
育
成
事
業

な
ど
に
１
，１
０
８
万
円

な
ど
に
１
，１
０
８
万
円

追
加
補
正

追
加
補
正

地域に出向き懇談会地域に出向き懇談会
　３月26日午後６時から東藻琴総合支所で
原本議長と３班の４人の議員が参加し開催
しました。
　東藻琴地区の除雪作業員として勤務する
パート職員一同から提出された要望書の賃
金、除雪オペレター、備品や部品の修理、
作業中の無線運用等について懇談しました。
　また、学校の臨時休校、集団下校の判断
の状況や高校通学バス助成についても要望
がありました。
　要望事項等は、所管常任委員会で検討協
議して町側に現場からの意見要望として伝
えていくこととします。

3月28日

YouTube の
QRコードはこちら
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　
　
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
設
置
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
現
在
、
町
内
に
は
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
所
が
な
く
、
障
が
い

の
あ
る
児
童
は
町
外
の
施
設

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
移
動
手
段
の
確
保
や
施

設
の
定
員
超
過
な
ど
の
問
題

が
あ
り
、
十
分
な
利
用
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
大
空
町
は
「
第

７
期
障
が
い
者
福
祉
計
画
」

に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
ま

で
に
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
開
設
を
目
指
す
方
針
を
掲

げ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
令
和
６
年

度
に
運
営
方
法
や
人
材
確
保

を
進
め
、
令
和
７
年
度
に
は

施
設
改
修
・
運
営
準
備
を
行

い
、
令
和
８
年
度
の
開
設
を

目
指
し
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
運
営
基
準
を
満
た

す
有
資
格
者
の
採
用
の
め
ど

が
立
っ
て
お
り
、
実
務
者
の

採
用
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 　

人
材
確
保
が
課
題
で
す
が
、

町
と
し
て
も
支
援
し
、
円
滑

な
開
設
に
向
け
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

問
　
　
　
具
体
的
な
開
設
時
期

は
い
つ
頃
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
計
画
で
は
令
和
８
年

度
中
の
開
設
を
目
指

し
て
い
ま
す
が
、
準
備
が
整

い
次
第
、
で
き
る
だ
け
早
く

開
設
す
る
方
針
で
す
。
想
定

で
は
、
必
要
な
資
格
取
得
の

期
間
を
踏
ま
え
、
最
短
で
令

和
８
年
１
月
に
開
設
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
施
設
に
つ
い
て
は
、
既
存

の
公
共
施
設
を
改
修
・
活
用

す
る
予
定
で
す
が
、
現
在
、

関
係
機
関
と
調
整
中
の
た
め
、

具
体
的
な
場
所
は
決
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
　
　
　
児
童
特
化
型
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
導
入
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
現
段
階
で
は
、
町
と

し
て
計
画
に
位
置
づ

け
て
お
ら
ず
、
導
入
の
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
現
在
「
障
が
い

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ち
あ
ふ

る
」
で
実
施
し
て
い
る
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
併
設
型
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
を
、
児
童
も
円
滑

に
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
方
針
で
す
。

問
　
　
　
障
が
い
児
の
登
校
支

援
の
た
め
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
活
用
は
可

能
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
現
在
、
小
学
校
の
特

別
支
援
学
級
に
通
う

児
童
は
８
時
以
降
の
登
校
と

な
っ
て
お
り
、
早
朝
に
出
勤

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
護

者
に
と
っ
て
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
は
保
育
施
設
等
へ
の
送

迎
を
含
む
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
障
が
い
児
へ
の
対

応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
町
と
し
て
受
け
入
れ
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
援
助
会
員
向
け
の
研

修
を
実
施
し
、
障
が
い
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
デ
イ
の
早
期
開
設
に
向
け
て

町
長
▼
令
和
８
年
１
月
開
設
目
指
す

障がい児支援の充実
について すべての子どもたちの笑

顔と未来のために、一歩
ずつ確かな支援を。

問
　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
利
用
促
進
す
る

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
の
仕
組
み
自
体
は

充
実
し
て
い
る
も
の
の
、
保

護
者
と
援
助
会
員
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
十
分
に
機
能
し
て
い

な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
円
滑
化
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
児
の

受
け
入
れ
を
可
能
に
す
る
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
障
が
い
児
と
そ

の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
づ
く
り
に
向
け
、
支

援
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
中
学
校
部
活
動
の
加

入
状
況
。
検
討
、
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
両
中
学
校
の
部
活
動

は
、
種
目
に
よ
っ
て

は
合
同
チ
ー
ム
を
組
ま
な
け

れ
ば
参
加
出
来
な
い
現
状
に

あ
り
ま
す
。
教
職
員
の
働
き

方
改
革
等
の
流
れ
を
受
け
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
と
文
化
庁
か
ら

学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

示
さ
れ
、
地
域
へ
の
移
行
を

推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も

近
隣
市
町
の
動
向
調
査
や
事

務
担
当
者
間
の
協
議
、
先
進

取
組
自
治
体
へ
の
視
察
訪
問

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

の
部
活
動
の
方
向
性
を
示
す

た
め
、
小
・
中
・
高
等
学
校

の
校
長
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

文
化
協
会
等
の
代
表
者
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
有
識
者
の
方
な

ど
と
、
大
空
町
部
活
動
の
在

り
方
検
討
協
議
会
を
設
置
し
、

拠
点
校
方
式
、
地
域
ク
ラ
ブ

方
式
、
近
隣
市
町
と
の
広
域

連
携
の
可
能
性
、
い
ろ
い
ろ

な
選
択
肢
や
送
迎
に
か
か
る

費
用
、
指
導
者
へ
の
報
酬
の

課
題
等
を
整
理
し
、
教
育
委

員
会
会
議
、
議
会
の
協
議
等

を
経
て
、
町
民
説
明
会
の
開

催
を
通
じ
て
、
広
く
お
示
し

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

生
涯
学

習
課
長

　
　
　
女
中
で
は
卓
球
部
26

名
、
陸
上
部
22
名
、

野
球
部
12
名
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
10
名
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
男
子
５
名
、

女
子
９
名
、
吹
奏
楽
部
23
名

の
計
１
０
７
名
、
生
徒
総
数

１
２
６
名
で
、
加
入
率
は
84
．

９
％
。
東
中
は
陸
上
部
５
名
、

野
球
部
６
名
、
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
12
名
、
弓
道
部
15

名
、
生
徒
総
数
51
名
で
加
入

率
は
、
74
．
５
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
両
中
学
校
の
野
球

部
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

は
、
近
隣
の
中
学
校
も
含
め

合
同
チ
ー
ム
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
部
活
動
へ
加

入
せ
ず
、
町
内
の
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
で
活
動
し
て
い
る
生
徒
、

他
市
町
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
、

他
校
の
生
徒
と
活
動
し
た
り
、

部
活
動
に
加
入
し
な
が
ら
、

別
な
種
目
の
町
内
外
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
に
所
属
し
て
活
動

し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。

問
　
　
　
赴
任
さ
れ
る
教
職
員

の
関
わ
り
方
、
情
報

共
有
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
文
部
科
学
省
が
示
す

学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
、
学
校
の
教
育
活
動
の

一
環
と
し
て
、
教
育
課
程
と

の
関
連
を
図
る
よ
う
留
意
す

べ
き
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
動
向
や
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
を
見
据
え
な
が

ら
、
教
職
員
の
関
わ
り
方
を

考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
段
階
的
な

措
置
も
な
く
教
職
員
の
関
わ

り
を
な
く
す
こ
と
は
、
生
徒

が
混
乱
す
る
事
態
を
招
く
恐

れ
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
情

報
共
有
を
図
り
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
で
指
導
者
と
な

る
隊
員
を
募
集
す
る
な
ど
、

様
々
な
視
点
か
ら
誰
か
に
負

担
が
集
中
す
る
こ
と
が
な
い

方
法
の
検
討
が
重
要
。
学
校

教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
、

情
報
共
有
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

　
　
　
人
口
減
少
と
い
う
社

会
的
影
響
が
大
き
く
、

全
て
を
解
決
す
る
こ
と
は
困

難
で
新
た
な
発
想
を
取
り
入

れ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

指
導
者
育
成
も
、

生
涯
学
習
リ
ー
ダ

ー
ネ
ッ
ト
や
指
導

者
資
格
取
得
助
成

制
度
等
、
さ
ら
な

る
情
報
発
信
に
よ

る
利
用
促
進
を
図

り
、
育
成
に
努
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力

隊
制
度
を
活
用
し
、

町
長
部
局
と
協
議

検
討
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
部

活
動
の
在
り
方
検

地
域
と
教
職
員
の
関
わ
り
を
考
え
た
体
制
の
整
備
と
構
築
を

教
育
長
▼
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
た
い

中学校部活動の今後の在り方に
向けての取り組み方針について 皆さんにとっても中学生

の部活動は欠かせない社
会教育授業。地域に見合
う方策をみんなで一緒に
探しましょう！

討
協
議
会
の
事
務
局
を
、
学

校
教
育
グ
ル
ー
プ
が
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
文

化
を
所
管
す
る
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ
も
事
務
局
メ
ン
バ
ー

と
し
て
会
議
等
に
出
席
し
、

連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現

状
で
は
、
部
活
動
の
運
営
を

民
間
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

も
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
指

導
を
希
望
す
る
教
職
員
も
お

り
、
兼
職
兼
業
も
含
め
関
わ

っ
て
い
た
だ
く
選
択
肢
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
児
童
生
徒
及
び
保
護
者

も
部
活
動
に
期
待
し
て
お
り
、

加
入
を
望
ん
で
い
る
と
い
う

結
果
も
出
て
い
ま
す
。

川
かわ

村
むら

　 淳
じゅん

 議員
👈　川村議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（1 時間 27 分 38 秒から）

福
ふく

田
だ

 淳
じゅん

一
いち

 議員
👈　福田議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（3 時間 21 分 00 秒から）

ファミリー・サポート・センター会員募集中
合同チームでの部活動
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

上下水道の老朽化について 八潮市の道路陥没事故を
受けて、国土交通省が全
国の下水道管を調査する
ことになりました。
今後、このような事故が
起きないことを願ってい
ます。

上
うえ

地
ち

 史
ふみ

隆
たか

 議員
👈　上地議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（1 時間 42 分 50 秒から）

問
　
　
　
女
満
別
空
港
整
備
利

用
促
進
協
議
会
や
東

北
海
道
５
空
港
利
用
促
進
協

議
会
な
ど
に
よ
り
、
空
港
を

核
と
し
た
旅
客
数
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性

化
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
空
港
を
管

理
し
て
い
る
北
海
道
エ
ア
ポ

ー
ト
は
、
同
社
が
運
営
す
る

道
内
の
７
空
港
の
２
０
２
４

年
12
月
の
運
用
状
況
を
ま
と

め
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
空
港
合
計
の
旅
客
数
は
２

５
３
万
２
，
２
６
８
人
で
あ

り
、
女
満
別
空
港
に
つ
い
て

は
、
５
万
４
，
４
３
２
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
数
と
利
用
促
進
の

取
り
組
み
、
就
航
し
て
い
る

各
航
空
会
社
へ
の
支
援
の
取

り
組
み
、
空
港
の
ア
ク
セ
ス

に
重
要
な
２
次
交
通
の
利
用

促
進
と
関
連
す
る
事
業
所
へ

の
支
援
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長

　
　
　
令
和
６
年
の
女
満
別

空
港
利
用
者
数
は
約

77
万
５
，
６
０
０
人
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
令
和
元
年

度
と
比
較
し
て
９
割
に
ま
で

回
復
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
促
進
に
係
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
空
港
周
辺

の
11
自
治
体
や
経
済

団
体
な
ど
と
協
議
会

を
組
織
し
、
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
や
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ツ
ア

ー
造
成
、
地
域
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
誘
客

事
業
な
ど
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
路
線
の

就
航
地
先
や
航
空
会

社
、
ま
た
、
空
港
運

営
す
る
北
海
道
エ
ア

ポ
ー
ト
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
く
な
ど
、

利
用
拡
大
と
需
要
創
出
に
努

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各

航
空
会
社
を
訪
問
し
、
運
航

期
間
の
延
長
や
増
便
、
新
規

路
線
の
就
航
な
ど
を
要
望
し

て
い
ま
す
。

　
航
空
会
社
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
女
満
別
空
港
を
発

着
す
る
新
た
な
定
期
路
線
を

開
設
、
増
便
、
運
行
期
間
の

拡
大
、
機
材
を
大
型
化
し
た

場
合
に
補
助
金
を
交
付
す
る

支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
チ
ャ
ー
タ
ー
便

の
運
航
に
際
し
、
着
陸
料
な

ど
使
用
料
を
助
成
す
る
ほ
か
、

格
安
航
空
会
社
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
利

用
し
た
町
民
に
運
賃
の
一
部

を
助
成
す
る
な
ど
、
路
線
の

定
着
を
側
面
か
ら
支
援
す
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女満別空港の利用促進について
空港を核とした旅客数、交流人口の拡大を
町長▶各航空会社、観光関係とも連携していく

　
空
港
か
ら
の
移
動
手
段
と

し
て
は
航
空
機
の
到
着
時
刻

に
合
わ
せ
て
定
期
バ
ス
が
運

行
す
る
ほ
か
、
北
海
道
エ
ア

ポ
ー
ト
が
バ
ス
会
社
や
観
光

事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
、

空
港
を
経
由
し
て
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
巡
る
バ
ス
の
実
証
運

行
を
行
う
な
ど
、
利
便
性
の

向
上
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
大

な
土
地
に
観
光
資
源
が
分
散

し
て
お
り
、
目
的
地
間
の
移

動
が
容
易
で
な
い
な
ど
課
題

が
あ
り
ま
す
。
利
便
性
が
高

く
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る

公
共
交
通
の
実
現
に
向
け
て
、

複
数
の
交
通
機
関
を
組
合
せ

た
情
報
提
供
の
ほ
か
、
予
約

決
済
な
ど
を
ま
と
め
て
行
え

る
サ
ー
ビ
ス
が
道
内
で
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
進
事

例
を
参
考
と
す
る
ほ
か
、
周

辺
の
自
治
体
や
交
通
、
観
光

事
業
者
、
関
係
団
体
な
ど
と

連
携
し
、
旅
行
者
の
足
の
確

保
と
誘
客
促
進
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

問
　
　
　
北
海
道
エ
ア
ポ
ー
ト

が
民
営
化
し
て
５
年

以
上
経
過
す
る
が
、
グ
ラ
ン

ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
航
空
機
の
誘
導
や
荷

下
ろ
し
な
ど
、
地
上
の
受
入

れ
体
制
で
大
変
苦
労
し
て
い

る
。
増
便
し
て
新
規
航
路
を

拡
大
す
る
に
あ
た
っ
て
の
課

題
に
な
っ
て
い
る
が
。

町
長

　
　
　
近
頃
、
航
空
事
業
者

に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド

ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
不

足
が
言
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
女
満
別
空
港
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
何
と
か

足
り
て
い
る
状
況
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
人
員
の
確
保
は
大

変
難
し
い
で
す
が
、
本
町
に

お
い
て
は
、
小
・
中
・
高
校

で
、
航
空
会
社
の
社
員
、
職

員
に
よ
る
航
空
教
室
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
将
来
航
空
業

界
を
希
望
す
る
子
供
た
ち
が

育
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

協
力
し
た
い
。

問
　
　
　
上
下
水
道
の
老
朽
化

が
全
国
的
に
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
原

因
と
し
て
は
配
管
の
多
く
が

高
度
経
済
成
長
期
に
施
設
さ

れ
、
そ
の
多
く
が
耐
用
年
数

を
超
え
て
長
年
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
等
の
不
足
に
よ
る
劣
化
に

よ
り
漏
水
や
断
水
、
そ
れ
ら

に
よ
る
道
路
陥
没
事
故
が
発

生
し
住
民
生
活
に
も
多
大
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
国

土
交
通
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
２
２
年
度
の
道
路
の
陥

没
発
生
件
数
は
１
万
５
４
８

件
で
あ
り
、
ど
こ
で
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
空

町
の
対
策
の
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
水
道
施
設
に
つ
い
て

は
、
管
路
延
長
約
３

９
１
㎞
、
水
源
と
し
て
、
湧

水
２
箇
所
と
深
井
戸
７
箇
所
、

浄
水
場
２
箇
所
、
配
水
地
15

箇
所
が
主
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
水
道
管
路
で
は
、
老
朽
化

に
起
因
す
る
漏
水
事
故
に
よ

り
断
水
な
ど
住
民
生
活
に
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
令
和
５
年
度
に
施
設

の
計
画
的
な
更
新
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
後
は
計
画
に
基
づ

き
老
朽
化
が
進
行
し
漏
水
事

故
等
が
発
生
し
て
い
る
管
路

の
更
新
の
ほ
か
、
浄
水
場
の

機
械
設
備
や
電
気
設
備
の
更

新
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
下
水
道
施
設
に
つ

い
て
は
管
路
延
長
約
82
㎞
、

ポ
ン
プ
場
１
箇
所
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ポ
ン
プ
場
20
箇
所
が
主

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
施
設
の
老
朽
化
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
水
道
施
設

と
比
較
し
て
新
し
い
施
設
で

す
が
、
機
械
設
備
や
電
気
設

備
は
耐
用
年
数
が
短
い
た
め
、

計
画
的
に
施
設
の
更
新
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
管
路
施
設
に
関
し

て
は
、
下
水
道
特
有
の
環
境

か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
腐
食
が
進
行
し
て
い
る
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
本
町
に
お

い
て
は
既
に
腐
食
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
５

年
ご
と
に
内
部
の
状
況
を
確

認
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度

に
も
点
検
を
実
施
し
、
異
常

が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
適
切

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
　
　
こ
れ
か
ら
人
口
が
減

っ
て
い
く
中
で
、
単

独
で
整
備
を
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
な
課
題
に
な
っ
て
く

る
。
技
術
者
の
確
保
、
経
費

の
問
題
も
あ
り
、
負
担
が
大

き
く
な
れ
ば
利
用
さ
れ
る
方

の
負
担
も
将
来
的
に
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　
　
　
施
設
更
新
に
は
多
額

の
経
費
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
水
道
や
下
水
道
の

よ
う
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
、

施
設
を
継
続
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
将
来
的
な
人
口

減
少
に
伴
う
使
用
水
量
の
減

少
を
踏
ま
え
た
施
設
の
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
に
よ
る
更
新

な
ど
も
、
現
在
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
特
に
女
満
別
地
区
は
、
網

走
市
の
水
道
施
設
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
原
水
の
供

給
を
受
け
る
こ
と
で
、
水
質

改
善
だ
け
で
な
く
、
浄
水
処

理
に
係
る
経
費
や
将
来
的
な

浄
水
場
の
更
新
費
用
の
軽
減

に
繋
げ
、
そ
う
い
っ
た
努
力

を
し
た
上
で
も
不
足
し
て
し

ま
う
経
費
は
、
町
民
皆
様
に

負
担
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
は
、

給
排
水
事
業
経
営
審
議
会
や

議
会
の
審
議
の
ほ
か
、
利
用

者
で
あ
る
町
民
皆
様
の
ご
理

解
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

い
段
階
か
ら
議
論
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

管
の
老
朽
化
に
よ
る
問
題
は
な
い
の
か

町
長
▼
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
更
新
し
て
い
く

漏水復旧作業

プロモーション活動（名古屋）

問
　
　
　

２
次
交
通
に
関
し
て
、

バ
ス
の
有
資
格
者
が

な
か
な
か
確
保
出
来
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。
２
０
２

４
年
の
働
き
方
改
革
の
影
響

も
あ
っ
て
難
し
い
対
応
を
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
も

空
港
を
利
用
す
る
際
に
重
要

な
も
の
だ
が
。

町
長

　
　
　
近
年
は
個
人
客
が
多

く
な
っ
て
レ
ン
タ
カ

ー
事
業
が
増
え
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

免
許
保
有
し
て
い
な
い
方
や
、

運
転
に
不
安
の
あ
る
旅
行
者

へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

分
か
り
や
す
い
充
実
し
た
交

通
網
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
交
流
人
口
の
拡
大

や
観
光
事
業
の
取
り
組
み
に

向
け
て
、
関
係
各
所
と
連
携

し
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　
女
満
別
空
港
か
ら
の
移
動

手
段
と
し
て
、
鉄
道
を
利
用

す
る
場
合
に
は
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
を
使
っ
て
女
満
別
駅

か
ら
の
乗
車
を
ご
案
内
す
る

の
が
ベ
ス
ト
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
西
女
満
別

駅
が
空
港
か
ら
最
短
の
最
寄

り
駅
で
す
が
、
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　
　
町
内
の
河
川
の
種
類

に
つ
い
て
、
河
川
管

理
者
別
に
伺
う
。

建
設
課

参
事

　
　
　
河
川
の
種
類
と
し
て
、

国
が
管
理
す
る
一
級

河
川
と
し
て
網
走
川
が
あ
り

ま
す
。

　
北
海
道
が
管
理
す
る
一
級

河
川
の
う
ち
、
町
管
理
河
川

の
普
通
河
川
は
、
大
空
町
全

体
で
42
河
川
あ
り
、
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
住
吉
地
区

の
サ
ラ
カ
オ
ー
マ
キ
キ
ン
川

や
本
郷
地
区
の
黒
瀬
川
、
開

陽
地
区
か
ら
福
富
地
区
に
か

け
て
の
女
満
別
川
、
山
園
地

区
の
藻
琴
川
な
ど
、
北
海
道

管
理
区
間
の
上
流
部
の
ほ
か
、

千
草
地
区
の
チ
グ
サ
藻
琴
川
、

大
進
地
区
の
大
進
川
、
シ
ン

プ
イ
藻
琴
川
、
明
生
地
区
の

丸
万
川
、
東
洋
地
区
の
東
洋

川
な
ど
の
河
川
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　問

　
　
　
北
海
道
で
は
公
共
土

木
施
設
の
維
持
管
理

基
本
方
針
を
設
け
て
、
担
当

者
の
判
断
に
よ
る
維
持
管
理

を
行
わ
ず
、
方
針
に
定
ま
っ

て
い
る
維
持
管
理
基
準
に
よ

っ
て
、
点
検
及
び
維
持
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
大
空
町
も

厳
し
い
財
政
の
中
、
担
当
者

の
考
え
で
維
持
管
理
を
行
う

の
で
は
な
く
、
国
、
道
の
よ

う
に
基
準
を
設
け
必
要
最
小

限
の
管
理
を
行
っ
て
い
く
方

が
よ
い
と
考
え
る
が
。

　
　町

長

　
　
　
維
持
管
理
基
準
に
つ

い
て
は
、
道
路
や
河

川
に
つ
い
て
明
確
に
定
め
て

い
ま
せ
ん
。
担
当
職
員
に
お

い
て
、
ど
の
程
度
の
管
理
水

準
が
良
い
の
か
総
合
的
に
判

断
し
、
緊
急
性
を
要
す
る
と

こ
ろ
か
ら
対
応
す
る
と
い
っ

た
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
対
応

を
す
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
縮

減
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、

担
当
職
員
の
知
識
や
経
験
に

依
存
す
る
属
人
的
な
対
応
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

は
こ
う
い
っ
た
部
分
の
改
善

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

問
　
　
　
北
海
道
の
業
務
委
託

に
よ
り
巡
回
点
検
を

実
施
し
て
い
る
北
海
道
管
理

の
ト
マ
ッ
プ
川
、
パ
ナ
ク
シ

ュ
ベ
ツ
川
の
両
河
川
と
も
に

河
積
が
狭
く
な
り
、
特
に
サ

ラ
カ
オ
ー
マ
キ
キ
ン
川
で
は

平
成
27
年
の
大
雨
時
に
堤
防

が
決
壊
し
、
川
が
氾
濫
し
て

沿
線
農
地
が
冠
水
被
害
を
受

け
た
が
、
そ
の
後
、
管
理
者

で
あ
る
北
海
道
に
浚
渫
等
の

要
請
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

町
長

　
　
　
北
海
道
管
理
河
川
の

浚
渫
の
要
望
に
関
し

て
は
、
北
海
道
へ
の
要
請
の

中
で
、
毎
年
行
わ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
・
28
年
の
大
雨

時
に
、
農
地
に
河
川
の
水
が

氾
濫
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
生
活
さ
ら
に

は
農
作
物
等
に
被
害
が
出
る

こ
と
の
な
い
よ
う
機
会
が
あ

る
ご
と
に
、
で
き
る
だ
け
長

い
ス
パ
ン
の
浚
渫
作
業
を
し

っ
か
り
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
北
海
道
横
断
自
動
車

道
、
女
満
別
空
港
Ｉ

Ｃ
か
ら
網
走
呼
人
Ｉ
Ｃ
の
整

備
計
画
に
伴
う
排
水
路
の
改

良
、
河
川
の
浚
渫
な
ど
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
道
路
か

ら
の
排
水
流
下
予
定
の
河
川

で
あ
る
本
郷
地
域
の
排
水
路

と
ト
マ
ッ
プ
川
、
女
満
別
川

の
積
極
的
な
浚
渫
事
業
等
の

実
施
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
度
に
堤

防
決
壊
が
あ
っ
た
女
満
別
川

流
末
の
既
存

施
設
の
機
能

ア
ッ
プ
を
図

る
要
請
等
も

強
く
行
っ
て

い
た
だ
き
た

い
。

町
長

　
　
　
高
規

格
道

路
の
整
備
に

伴
い
、
現
状

が
畑
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
が

舗
装
道
路
に

変
わ
る
の
で
、

土
に
浸
透
す

町内河川の維持管理方針及びバイパス道路（女満
別空港 IC ～網走呼人 IC）の排水処理について 整備計画が決まる前に、

関係する河川の浚渫及び
流末の施設機能アップの
要望が必要です。

る
水
の
量
が
減
り
、
排
水
さ

れ
る
水
の
量
が
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
水
は
既
存
の

町
が
管
理
す
る
排
水
路
な
ど

を
経
由
し
、
河
川
に
流
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
現
在
、

北
海
道
開
発
局
で
進
め
ら
れ

て
い
る
高
規
格
道
路
の
設
計

に
対
し
て
、
町
と
し
て
も
既

存
の
排
水
施
設
能
力
を
考
慮

し
た
上
で
設
計
す
る
よ
う
申

入
れ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
引
き
続
き
、
北
海
道

開
発
局
と
し
っ
か
り
協
議
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
廃
棄
物
処
理
を
行
う

上
で
、
安
全
な
中
間

処
理
施
設
の
建
設
は
必
要
不

可
欠
で
、
優
先
順
位
の
高
い

も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
も

１
市
５
町
の
枠
組
み
を
変
え

ず
に
建
設
を
目
指
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の

計
画
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
以
下
の
４
点
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
予
定
地
の
選
考
に
つ

い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
民
間
の
土
地
を
候
補
地
と

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
候
補
地
が
白
紙
と
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
の
検
証
に
つ

い
て
。

　
予
定
地
だ
っ
た
場
所
の
盛

土
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長

　
　
　
新
た
な
建
設
地
の
選

考
に
つ
い
て
は
、
第

三
者
を
含
め
た
中
間
処
理
施

設
候
補
地
評
価
委
員
会
を
設

置
し
、
選
定
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
委
員
会
は
学
識

経
験
者
３
名
の
ほ
か
、
１
市

５
町
の
副
市
長
、
副
町
長
の

合
計
９
名
で
構
成
す
る
も
の

で
す
。
昨
年
12
月
以
降
、
大

空
町
を
除
く
１
市
４
町
で
、

新
た
な
建
設
候
補
地
を
検
討

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

期
限
内
に
建
設
候
補
地
が
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

斜
網
地
区
廃
棄
物
処
理
広
域

化
推
進
協
議
会
で
検
討
し
た

結
果
、
１
市
５
町
が
有
す
る

施
設
建
設
に
必
要
な
１
万
４
，

０
０
０
㎡
の
公
有
地
を
洗
い

出
し
、
評
価
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
民
有
地
の
利
用
に
つ
い
て
、

公
有
地
に
お
い
て
適
当
な
候

補
地
が
決
ま
ら
な
い
場
合
に

は
、
民
有
地
も
含
め
て
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
建
設
地
を
取
下
げ
た
こ
と

の
検
証
で
す
が
、
弁
護
士
を

含
め
た
第
三
者
に
よ
る
中
間

処
理
施
設
建
設
予
定
地
検
証

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
検
証

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
を

含
め
副
町
長
、
本
事
業
に
携

わ
っ
た
職
員
に
対
し
て
の
聞

き
取
り
調
査
や
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
な
ど
を
検
証
す
る
た

め
、
合
計
３
回
検
証
委
員
会

が
開
催
さ
れ
報
告
書
が
ま
と

め
ら
れ
ま
す
。

　
盛
土
の
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
、
昨
年
12
月
に
オ
ホ
ー

ツ
ク
総
合
振
興
局
か
ら
の
口

頭
指
導
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

適
正
な
処
理
に
向
け
て
、
大

空
町
と
し
て
の
対
応
を
オ
ホ

ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
に
対
し

照
会
、
協
議
中
で
す
。
協
議

が
整
い
次
第
、
議
員
の
皆
様

に
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
　
　
　
候
補
地
の
選
定
に
当

た
っ
て
、
大
空
町
と

し
て
積
極
的
に
名
の
り
を
上

げ
て
い
く
と
い
う
考
え
は
持

っ
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

町
長

　
　
　
あ
く
ま
で
も
大
空
町

に
存
在
す
る
町
有
地

で
、
１
万
４
，
０
０
０
㎡
以

上
の
土
地
に
つ
い
て
、
そ
こ

が
候
補
地
と
し
て
適
切
か
ど

う
か
に
関
わ
ら
ず
、
１
市
５

町
の
協
議
会
の
中
で
出
し
合

う
こ
と
を
取
決
め
て
い
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
積
極
的
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
大
空

町
が
有
し
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
、
情
報
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

問
　
　
　
今
後
の
住
民
と
の
合

意
形
成
の
た
め
に
も

今
ま
で
の
経
緯
等
を
検
証
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

　
　
　
今
回
白
紙
撤
回
し
た

こ
と
に
伴
い
検
証
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
報
告
書

の
中
で
次
の
建
設
候
補
地
の

選
定
に
向
け
た
ご
示
唆
が
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
同
じ

轍
を
二
度
と
踏
ま
な
い
よ
う

に
１
市
５
町
協
力
を
し
て
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
予
定
地
の
残
土
処
理

に
つ
い
て
は
、
今
後

も
道
や
関
係
機
関
と
協
力
し

て
適
正
に
対
処
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
間
処
理
施
設
の
建
設
が

大
空
町
で
行
わ
れ
れ
ば
、
地

元
経
済
に
も
大
き
な
波
及
効

果
や
雇
用
の
創
出
に
も
つ
な

が
り
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
再
度
大
空
町
に
建

今
ま
で
の
経
緯
等
の
検
証
を

町
長
▼
同
じ
轍
を
踏
ま
ぬ
よ
う
１
市
５
町
協
力
し
て
進
め
る

廃棄物中間処理施設の
今後の進め方について 老朽化した焼却施設を早

期に建て替える必要があ
り、大空町に建設できれ
ばメリットになるので
は？

設
候
補
地
が
選
定
さ
れ
た
場

合
は
、
全
力
で
推
進
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま

す
。

町
長

　
　
　
当
初
建
設
を
予
定
し

て
い
た
候
補
地
の
盛

土
と
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
と
協
議
し
対
応
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
た
な
施
設
の
建
設
地
が

ど
こ
に
な
ろ
う
と
も
、
１
市

５
町
の
行
政
、
議
会
も
含
め

協
力
し
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

後
ご

藤
とう

　 忍
しのぶ

 議員
👈　後藤議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（3 時間 52 分 07 秒から）

森
もり

賀
か

 祐
ゆう

司
じ

 議員
👈　森賀議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（6 時間 44 分 52 秒から）

維
持
管
理
計
画
を
立
て
て
事
業
の
実
施
を

町
長
▼
河
川
の
浚
渫
事
業
は
、
計
画
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

森林活用・環境保全と
地域経済活性化について 未来につながるまちづく

りには、循環型社会の推
進が必要との観点から質
問しました。

鈴
すず

木
き

 秀
ひで

之
ゆき

 議員
👈　鈴木議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（4 時間 39 分 03 秒から）

問
　
　
　
斜
網
地
区
市
町
で
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
ご

み
焼
却
処
理
施
設
の
整
備
に

向
け
た
協
議
を
進
め
、
令
和

４
年
に
斜
網
地
区
廃
棄
物
広

域
化
推
進
協
議
会
を
設
立
。

施
設
の
供
用
開
始
予
定
は
、

令
和
10
年
か
ら
令
和
12
年
６

月
で
し
た
が
、
昨
年
12
月
に

建
設
予
定
地
が
白
紙
撤
回
と

な
り
、
供
用
開
始
遅
延
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
町
焼
却
処
理
施
設
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
廃
棄
物
中
間
処
理
施

設
建
設
地
を
取
下
げ

た
こ
と
に
よ
り
、
供
用
開
始

時
期
が
当
初
予
定
よ
り
延
び

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
焼
却
処
理
施
設
は
、

年
間
平
均
約
６
０
０
ト
ン
を

処
理
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

近
隣
市
町
と
連
携
し
、
令
和

５
年
度
実
績
で
網
走
市
の
燃

や
す
ご
み
を
全
体
処
理
量
の

約
10
％
、
斜
里
町
の
燃
や
す

ご
み
を
約
４
％
処
理
し
て
い

ま
す
。

　
焼
却
処
理
施
設
の
維
持
管

理
経
費
は
、
年
間
約
１
億
円

で
定
期
的
な
修
繕
、
点
検
を

行
い
施
設
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
修
繕
に
か
か

る
経
費
は
、
約
３
，
０
０
０

万
円
で
年
々
増
加
傾
向
で
す
。

広
域
で
の
処
理
施
設
の
供
用

開
始
が
延
び
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
の
焼
却
処
理
施
設
を
長

く
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
設
備
に
負
担
を
か
け

な
い
た
め
に
も
、
町
民
皆
様

に
は
、
よ
り
一
層
ご
み
の
分

別
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
　
　
持
続
可
能
な
地
域
社

会
づ
く
り
を
進
め
る

観
点
か
ら
、
地
域
課
題
を
住

民
と
と
も
に
考
え
、
施
設
整

備
に
向
け
た
情
報
提
供
等
や

我
が
町
の
現
状
を
踏
ま
え
た

将
来
の
ご
み
処
理
に
関
す
る

学
習
機
会
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
う
。

　
町
長

　
　
　
施
設
整
備
に
関
す
る

情
報
提
供
と
学
習
機

会
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
小
学
生
や
自

治
会
の
施
設
見
学
受
入
れ
や

学
習
会
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

ご
み
の
分
別
の
重
要
性
を
啓

発
し
、
住
民
の
理
解
を
深
め

る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
の
廃
棄
物
処

廃棄物中間処理施設整備に関する
情報提供と研修機会について

持続可能な地域社会づくりをすすめるために
町長▶循環型社会形成に向け、町民の理解を得ながら整備を進める

理
施
設
は
環
境
負
荷
が
抑
え

ら
れ
た
ク
リ
ー
ン
な
施
設
と

な
っ
て
お
り
、
現
状
を
伝
え

る
研
修
機
会
を
設
け
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
生
涯
教
育
、
生
涯
学

習
の
観
点
か
ら
ご
み

の
分
別
、
ご
み
処
理
、
リ
サ

イ
ク
ル
、
資
源
循
環
等
の
環

境
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
学

習
機
会
の
充
実
、
支
援
策
に

つ
い
て
教
育
長
の
見
解
を
伺

う
。

教
育
長

　
　
　
環
境
教
育
の
面
で
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
た

教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
を
推
進
す

る
こ
と
が
教
育
行
政
の
重
点

施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
小
学
校

４
年
生
が
社
会
科
で
ご
み
処

理
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

学
び
、
施
設
見
学
を
行
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
ご

み
問
題
と
地
球
温
暖
化
の
関

連
を
学
び
、
環
境
保
全
の
意

識
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
高
校
で
は
、

飛
行
機
や
空
港
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
調
査
等
、
環
境
問

題
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学

習
を
実
施
し
て
お
り
、
修
学

旅
行
で
は
ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト

運
動
を
学
ぶ
機
会
も
設
け
て

い
ま
す
。
小
学
校
低
学
年
か

ら
環
境
問
題
に
関
心
を
持
た

せ
、
清
掃
活
動
や
施
設
見
学

を
通
じ
て
環
境
学
習
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今

後
も
学
習
機
会
の
充
実
を
図

問
　
　
　
町
有
林
を
活
用
し
た

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ

ト
に
よ
り
、
そ
の
収
益
を
地

域
の
森
林
整
備
や
環
境
保
全

か
ら
経
済
活
性
化
を
推
進
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

　
町
の
自
然
環
境
、
特
に
森

林
資
源
を
生
か
し
、
そ
れ
を

財
源
と
し
て
産
業
振
興
に
結

び
つ
け
る
施
策
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
は
、
２
０
２

４
年
３
月
６
日
に

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
大

空
町
」
を
宣
言
し
、
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
大
空
町
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
量
や

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
、

森
林
吸
収
量
の
推
計
を
行
い
、

削
減
目
標
と
施
策
を
定
め
て

い
ま
す
。
現
時
点
で
の
推
計

で
は
排
出
量
の
ほ
う
が
吸
収

量
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活

用
は
経
済
的
な
取
引
を
伴
う

こ
と
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必

要
で
す
。

　
現
時
点
と
し
て
は
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を

目
指
し
、
地
域
全
体
で
連
携

し
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
　
　
町
有
林
の
林
齢
に
応

じ
た
活
用
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。
町
の
森
林

整
備
計
画
に
基
づ
く
伐
採
更

新
策
等
に
つ
い
て
町
長
の
見

解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
大
空
町
の
森
林
面
積

は
約
１
万
3
，
３
０

０
ha
で
、
町
有
林
は
１
，
４

４
０
ha
で
す
。
そ
の
う
ち
人

工
林
は
、
１
，
０
９
６
ha
で

林
齢
50
年
を
超
え
る
伐
採
適

齢
期
の
も
の
が
５
３
５
ha
で

更
新
の
遅
れ
が
課
題
で
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
町
有
林

伐
採
計
画
を
16‌

ha
に
拡
大
す

る
予
定
で
し
た
が
、
作
業
道

整
備
や
労
働
安
全
等
の
問
題

か
ら
、
10‌

ha
の
伐
採
に
留
ま

り
ま
し
た
。
適
切
な
事
業
量

を
把
握
し
、
町
有
林
の
伐
採
、

地
ご
し
ら
え
、
植
林
、
下
刈

り
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備

循
環
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
森

林
の
公
益
的
機
能
の
恩
恵
を

享
受
で
き
る
よ
う
計
画
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

問
　
　
　
森
林
環
境
譲
与
税
の

使
途
目
的
の
中
に
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

が
あ
り
ま
す
。
森
林
、
林
業

行
政
の
体
制
充
実
を
図
る
も

の
で
、
職
員
体
制
の
充
実
に

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長

　
　
　
平
成
29
年
度
か
ら
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
市
町
村
や
都
道

府
県
が
、
森
林
、
林
業
に
関

し
て
知
識
や
経
験
を
有
す
る

者
を
雇
用
、
あ
る
い
は
技
術

者
が
所
属
す
る
法
人
等
に
事

務
を
委
託
し
、
森
林
、
林
業

行
政
の
体
制
支
援
を
図
る
も

の
で
す
。
ま
た
こ
の
制
度
は
、

特
別
交
付
税
の
対
象
で
、
措

置
率
は
70
％
、
１
人
当
た
り

上
限
５
０
０
万
円
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

対
象
の
要
件
は
、
地
域
に
精

通
し
た
林
業
技
士
で
あ
り
、

認
定
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

な
ど
の
資
格
要
件
が
必
要
で

す
。
知
識
の
あ
る
人
材
が
採

用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
今

後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

問
　
　
　
令
和
６
年
か
ら
納
税

義
務
者
に
は
、
年
間

１
，
０
０
０
円
の
森
林
環
境

税
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
町
民
の
理
解
を
高
め

る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
森
林
環
境
税
の
課
税

開
始
と
と
も
に
、
国

民
全
体
の
関
心
も
高
ま
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
森
林
環
境

税
を
納
付
さ
れ
て
い
る
皆
様

が
、
そ
の
活
用
を
身
近
に
感

じ
ら
れ
る
機
会
も
必
要
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
植
樹
活
動
や
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
等
に
よ
る
町
有

林
を
活
用
し
た
森
林
教
育
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
等
、
先
行
し

て
い
る
道
内
外
の
情
報
を
収

集
し
、
町
民
参
加
の
機
会
を

確
保
し
、
環
境
全
般
に
関
す

る
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
価
値
を
活
用
し
た
施
策
の
展
開
を

町
長
▼
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
優
先
し
温
暖
化
対
策
を
進
め
る

町有林伐採状況

一口
　メモ カーボンクレジット（J-クレジット）

　温室効果ガスの排出削減量を取引でき
る仕組み。

　令和５年から東京証券取引所が専門市場を立ち
上げている。

り
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
は
、

住
民
の
主
体
的
な
学
び
を
尊

重
し
な
が
ら
、
町
長
部
局
と

連
携
し
、
環
境
問
題
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
学
習
機
会

の
提
供
に
努
め
ま
す
。
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我が町政を問う

一
般
質
問

一
般
質
問

町内の公共施設や道路等に植栽されている
古木や危険木の実態とその対応について 移住して20年経っても

「よそ者」と言われた昔。
今は街づくりに必要であ
る「よそ者」です。

岩
いわ

原
はら

　 繁
しげる

 議員
👈　岩原議員の一般質問が YouTube で視聴で

きます。（5 時間 55 分 06 秒から）

問
　
　
　
人
の
流
れ
の
創
出
、

拡
大
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
向
上
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
む
た
め
に
、
機

構
改
革
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
移
住
・
定
住
の
取

り
組
み
状
況
と
成
果
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長

　
　
　
令
和
６
年
度
は
、
定

住
促
進
助
成
金
の
交

付
、
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
、
東
京
に
お
い
て
移

住
相
談
会
参
加
な
ど
取
り
組

ん
だ
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
移
住
検
討
者
の
方

々
に
対
す
る
移
住
相
談
会
を

継
続
し
て
実
施
し
て
お
り
、

お
試
し
暮
ら
し
を
希
望
さ
れ

る
方
に
対
し
て
は
、
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
の
ま
ち
巡
り
ツ
ア

ー
を
開
催
す
る
な
ど
相
談
者

に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
成
果
は
、

令
和
７
年
２
月
28
日
時
点
で
、

　
55
件
の
移
住
相
談
を
受
け
、

24
名
の
移
住
、
件
数
で
は
21

件
の
方
に
移
住
し
て
頂
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
　
　
移
住
者
支
援
サ
ポ
ー

ト
と
し
て
市
街
地
の

空
き
店
舗
対
策
及
び
研
修
会

館
新
築
構
想
に
よ
る
移
住
者

が
集
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

に
つ
い
て
伺
う
。

本町の移住・定住の取り組み状況と支援施策について
移住者支援サポートには行政の各課横断的な協力が不可欠
町長▶子育て世代を重点に支援

町
長

　
　
　
多
く
の
町
民
の
方
々

が
集
え
る
ス
ペ
ー
ス

は
、
町
の
中
に
必
要
な
機
能

だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
他
に
移
住
者
だ
け

で
は
な
く
、
大
空
町
を
訪
れ

た
方
々
、
空
港
を
利
用
さ
れ

る
方
々
な
ど
幅
広
い
方
々
に

訪
れ
て
頂
け
れ
ば
賑
わ
い
の

創
出
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
こ
の
機
能
を
商
店
街

の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
行

う
の
か
、
研
修
会
館
を
建
て

替
え
る
際
に
持
た
せ
る
の
か
、

公
共
だ
け
で
な
く
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
等
も
活
用
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
人
口
減
問
題
か
ら
移

住
者
へ
の
依
存
度
が

高
く
な
り
、
移
住
者
へ
の
支

援
の
方
法
と
し
て
、
以
前
質

問
で
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ

ー
ス
の
創
設
を
お
願
い
し
た

が
、
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り

移
住
し
た
人
に
よ
り
、
賑
わ

い
の
あ
る
街
づ
く
り
が
で
き

て
く
る
と
思
う
が
如
何
か
。

町
長

　
　
　
現
存
す
る
施
設
の
ス

ペ
ー
ス
を
使
用
し
気

軽
に
集
え
る
場
所
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明

け
た
中
、
在
宅
勤
務
が
解
消

問
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
に
よ

り
、
全
国
で
街
路
樹

な
ど
倒
木
事
故
が
相
次
い
で

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
の
公
共
施
設
（
学

校
も
含
む
）、
公
園
な
ど
に

植
栽
さ
れ
て
い
る
樹
木
に
は

道
路
敷
地
、
住
宅
、
電
線
、

電
話
線
な
ど
へ
の
倒
木
の
恐

れ
の
あ
る
物
も
見
受
け
ら
る

が
、
そ
の
実
態
と
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
町
は
、
公
共
施
設
や

道
路
・
公
園
等
の
樹

木
を
主
管
課
に
お
い
て
適
宜

管
理
し
、
必
要
に
応
じ
て
剪

定
や
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
や
地
域
か
ら

要
望
を
受
け
て
対
応
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
危

険
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に

支
障
が
あ
る
か
、
伐
採
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
影
響
が
あ
る
か
等
、
優
先

順
位
を
も
っ
て
判
断
し
対
応

し
て
い
ま
す
。

問
　
　
　
近
年
空
き
家
が
増
え

て
い
る
が
、
住
宅
の

庭
な
ど
に
植
栽
さ
れ
て
い
る

樹
木
等
が
隣
接
す
る
住
宅
に

か
か
り
、
樹
齢
に
よ
り
危
険

木
と
も
見
受
け
ら
れ
る
も
の

も
あ
る
が
、
そ
の
地
権
者
に

対
し
て
の
剪
定
、
伐
採
の
指

導
等
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
環
境
衛
生
の
観
点
か

ら
、
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
に

お
い
て
、
空
き
地
空
き
家
の

清
掃
の
保
持
及
び
周
辺
の
美

観
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
適

正
に
管
理
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
お

け
る
生
活
環
境
を
阻
害
す
る

恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、
所
有

者
に
対
し
必
要
な
処
置
を
講

ず
る
よ
う
文
書
で
通
知
し
て

い
ま
す
。

問
　
　
　
住
宅
地
区
で
の
地
域

の
景
観
や
潤
い
の
場

づ
く
り
と
し
て
の
植
栽
は
必

要
な
事
で
あ
る
が
、
樹
高
制

限
や
そ
れ
に
伴
う
剪
定
や
伐

採
に
か
か
る
経
費
は
か
な
り

の
負
担
で
あ
る
た
め
、
町
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
上
で

も
助
成
措
置
が
必
要
と
考
え

る
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長

　
　
　
町
は
、
住
宅
地
に
お

け
る
樹
高
の
制
限
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
庭

木
も
含
め
個
人
の
財
産
の
管

理
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
行

政
が
助
成
す
べ
き
か
、
公
平

性
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
現

時
点
で
は
助
成
す
る
考
え
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
空
き
家
と
同
様
に
所
有
者

に
必
要
な
処
置
を
講
ず
る
よ

う
通
知
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
　
　
　
助
成
措
置
の
あ
る
自

治
体
を
調
べ
て
み
る

と
、
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
街
並
み
の
景

観
や
緑
化
政
策
の
一
環
で
実

施
し
て
い
る
の
で
再
度
伺
う
。

町
長

　
　
　
他
の
自
治
体
で
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
は

存
じ
て
な
い
の
で
、
他
の
補

助
金
の
要
綱
等
見
さ
せ
て
頂

い
た
中
で
、
内
部
で
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
街
地
区
の
空
き
家
危
険
木
等
の
伐
採
に
助
成
制
度
を

町
長
▼
公
共
施
設
等
は
主
管
課
で
処
理
、
私
有
地
は
所
有
者
に
通
知

道路敷地、電線等にかかっている樹木　

し
、
リ
ア
ル
に
会
社
に
出
勤

さ
れ
て
い
る
中
で
、
ス
ペ
ー

ス
を
必
要
と
す
る
の
か
現
段

階
で
は
疑
問
に
思
う
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
、
需
要
を
し
っ

か
り
と
ら
え
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
今
後
の
公
共
施
設

に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
の

機
能
は
し
っ
か
り
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
　
　
移
住
・
定
住
支
援
策

は
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
と
関
係
部
局
と
の
連
携
が

求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
そ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
移
住
検
討
者
に
お
い

て
町
営
住
宅
へ
の
入

居
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
住

民
課
と
連
携
、
移
住
後
に
起

業
を
考
え
て
い
る
と
相
談
が

あ
っ
た
際
に
は
産
業
課
と
連

携
す
る
な
ど
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
各
種
施
策
を
各

課
横
断
で
推
進
し
て
い
き
ま

す
。問

　
　
　
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
策
と
し
て
認
定
こ

ど
も
園
の
園
児
へ
の
新
た
な

教
育
、
保
育
の
取
り
組
み
等

の
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長

　
　
　
認
定
こ
ど
も
園
は
め

ま
ん
べ
つ
が
４
年
６

か
月
、
ひ
が
し
も
こ
と
が
３

年
６
か
月
を
迎
え
ま
す
。
幼

保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
、
民
設
民
営
で
開
設

さ
れ
、
大
空
町
社
会
福
祉
協

議
会
が
運
営
主
体
で
す
。

　
一
方
で
、
教
育
保
育
給
付

の
仕
組
み
の
中
で
は
、
町
が

指
導
監
督
を
行
う
立
場
に
あ

り
、
適
正
な
運
営
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
情
操
教
育
の
取
り
組
み
と

し
て
、
教
育
委
員
会
と
の
連

携
に
よ
る
フ
ァ
ー
ム
ス
ク
ー

ル
で
農
作
物
の
収
穫
体
験
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
外
国
語

指
導
助
手
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
訪
問
に

よ
り
、
園
児
が
外
国
語
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど

も
園
で
は
、
質
の
高
い
幼
児

教
育
と
安
心
安
全
な
保
育
を

両
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

新
た
な
取
り
組
み
に
も
積
極

的
に
挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
よ
り
、
園
児
の
情
操
を

育
む
こ
と
に
繋
が
る
と
と
も

に
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、

預
か
り
機
能
の
充
実
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

まち巡りツアー（メルヘンの丘）
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Voice声町民の
インタビュー

森
もり

　　　則
のり

　雄
お

 さん
（神奈川県から移住）

広々とした景色が

なつかしの校舎

　東洋地区は、昭和17年から入殖が始まり、終戦後、広
島団体の入植で昭和24年には、40余戸が開拓農営にあた
りました。
　小学校は、昭和26年山園小学校の分校として設立、昭
和28年東洋小学校に昇格。児童数30名でのスタートでし
た。昭和39年には、中学校も設置されました。
　中学校は、昭和45年に東藻琴中学校に統合。小学校は、
昭和47年に山園小学校に統合されました。小学校卒業児
童は、95名。中学校卒業生は、28名でした。
　東洋校歌の作詞は大塚　盈先生、作曲は、渡辺　三郎先
生です。三番の歌詞には、「藻琴嶺颪す（もことねおろす）
冬の日の　冴える氷柱（つらら）を窓に見て　われらの　
われらの　東洋校　拓け明日を　たくましく」と詠われて
います。
　戦後開拓で、厳しい自然環境下の藻琴山山麓に入植され
た方々の子弟が集った学び舎の様子が目に浮かびます。
（参考文献　東藻琴村誌、東藻琴小学校開校百周年記念誌）

東洋小、中学校東洋小、中学校

泣けるほど
心にしみました

本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

議会だより「おおぞら」
  第76号

発行／大空町議会
編集／議会広報常任委員会
印刷／株式会社須田製版

住所／〒099-2392　北海道網走郡大空町女満別西3条4丁目1番1号
ＴＥＬ（０１５２）７４－２１１１　ＦＡＸ（０１５２）７４－２１９１

ホームページ　http://www.town.ozora.hokkaido.jp

社交場

・時間制のお店です。
　　1時間　2,300円（税込）～
・飲み放題メニューから選べます。
・チャージ、チャーム料「なし」
・カラオケ歌い放題込　店内禁煙

大空町女満別西２条４丁目１－９
（役場近く）

その他の営業情報は・インスタ　X（旧ツイッター）で！

営業案内

※民間企業からの有料広告を掲載しています。

議　
　
長　
原
本
哲
己（
発
行
責
任
者
）

委
員
長　
鈴
木
秀
之

副
委
員
長　
上
地
史
隆

委　
　
員　
森
賀
祐
司

委　
　
員　
福
田
淳
一

委　
　
員　
大
泉
知
功

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

私
た
ち
が
編
集
し
ま
し
た

　
早
い
も
の
で
広
報
委
員
と
し
て
12
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
を
住
民
の

方
に
読
ま
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、
議
会
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の
か
、
試
行
錯

誤
を
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
他
の
委
員
や

モ
ニ
タ
ー
と
共
に
編
集
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
十
人
十
色
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
人

に
よ
っ
て
色
々
な
見
方
や
考
え
方
、
捉
え

方
な
ど
多
様
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
ま
と

め
反
映
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
考
え
な
が

ら
今
後
も
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
大
空
町
が
誕
生
し
20

年
の
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。
記
念
行
事
も

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
と
共

に
お
祝
い
す
る
こ
と
を
心
よ
り
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。�

（
上
地
）

①大空町に移住した決め手は？
　役場の移住推進室の対応がとても良く、結果とし
て移住の先輩や地域の方々との接点ができたことで  
これも縁かなと思えたことが決め手になったと思い
ます。

②大空町の好きなところは？
　空が広いところ 
　晴れの日が多い
　人が良いところ

③大空町の、これだけは言っておきたい、知っても
らいたい、聞いてもらいたいことは？
　長く住まわれている方はなかなか気付いていない
かもしれないのですが、旅行者から見て、大空町周
辺には、四季折々の景色がとても素敵なところがた
くさんあります。
　そのことをいろいろなところで広めて、大空町ファ
ンをもっと増やせたらいいなと思います。

オオゾライフ
instagram
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